
命を守り、
　生き延びる
　　工夫とは？

災害発生による精神的、肉体的ダメージに加え、ライフラインの停止などで日常生活が困難となります。
そのような状況でも、人間らしい生活を続けるため、男女平等参画の視点から、
今できることをアイデアや知恵を皆で一緒に考えましょう。

生活の視点から考える

～被害を減らすため、
　子ども、家族と一緒の生活を続けるために～

防災 減災・防災 減災・
災害に強い
生活とは？

自分にできることを
考えよう！

防災・減災を行動に移そう！

① 7月27日

避難所問題を
考えよう！

関連死を防ぐために

② 8月3日
非常食を

食べてみよう、
作ってみよう！

非常時だから…乾パンではなく、
今の食を続けるために

③ 8月10日

7月27日 　  ～8月10日
会場：イーブルなごや 第4集会室

14:00～ 16:00毎日曜日・全3回

講座番号T-3

定員　20人
受講料　1,500円
託児　20人・120円

女性の視点を入れることの大切さ

日 日

講師 災害ボランティア 
コーディネーターなごや  椿 佳代

イーブルなごや主催講座

名古屋市　男女平等参画推進センター・女性会館　
〒460-0015 名古屋市中区大井町７番２５号　
TEL(052)331-5288  FAX(052)322-9458  
ホームページ：http://e-able-nagoya.jp/

申し込み方法 TEL(052)331-5288
お電話にてお申し込みください


